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勝連城跡の概要
　勝連城跡は、勝連半島の南風原の小高い
丘に築かれた東西に細長いグスクで、5つ
の曲輪からなり、各曲輪は珊瑚質石灰岩の
切石を使って曲線状に築かれています。東
西に展開する丘陵の端部と一部の谷間を巧
みに利用した姿は、巨大な進貢船にも例え
られています。丘陵の西側の最も高い曲輪
が一の曲輪で、東側へ二の曲輪、三の曲輪、
四の曲輪と階段状に低くなり、東の曲輪は
再び高くなっています。

　標高約 98mの琉球石灰岩丘陵上に築か
れたグスクは、北は遙か金武湾を囲む北部
の山々や太平洋側の島々が見え、南は知念
半島や中城湾、それを隔てて政敵護佐丸が
居住していた中城城が一望できる景勝地と
なっています。
　四の曲輪の南西側に「南風原御門（はえ
ばるうじょう）」、北東側に「西原御門（にし
はらうじょう）」と呼ばれるアーチ式の門が
あったといわれています。また、この曲輪に

　三の曲輪と二の曲輪は約２mの段差が
あり、石積みによって仕切られています。二
の曲輪には東西 14.5m、南北 17m規模の
舎殿跡があり、覆土によって遺構を保存して
います。西側には抜け道伝説がある「ウシ
ヌジガマ」と呼ばれる洞穴があります。三の
曲輪と二の曲輪は一見独立した曲輪のよう
に見えますが、二の曲輪が舎殿跡の基壇部
であり、三の曲輪はその前庭部になってい
ます。その舎殿跡は礎石を配し、壁下石列
と軒下には雨落溝が取り付けられています。
舎殿跡の隅から石畳が取り付けられ、頂上
の一の曲輪へと続きます。途中から石段とな
り、一の曲輪の城門へとつながります。
　この城門は他の曲輪の城門と同じように
アーチ式の城門であったと考えられており、
また礎石式の建造物もあったようです。この
ときの建物の屋根は瓦葺きであったと考え
られています。
　四の曲輪の南東側には一段高くなった場
所があります。その箇所は、別名「東の曲
輪」と呼ばれる城壁が巡り、水場を確保す
る上でも軍事的にも重要でありました。

は5ヵ所の井戸と建物跡を推測させる礎石
もあります。
　南風原御門から上段の三の曲輪へ石畳
道がとりつけられており、三の曲輪は儀式な
どを行う広場と考えられています。石畳道を
登りつめたところに三の曲輪の城門があり
ます。４個の礎石が据えられているので、木
造の四脚門があったと考えられています。こ
の曲輪は広い平坦地ですが、礎石以外には
建造物はみつかっていません。



　勝連城跡は、沖縄の英雄「阿麻和利」の
居城として有名ですが、先史時代後期末か
ら古代人の生活地として利用され、12〜13
世紀に築城されたものと考えられています。
口碑伝承によると、初代城主は英祖王系・
大成王の五男であったといわれています。そ
の後勝連按司は4代続き、6代目に世継ぎ
ができないことから養子縁組により伊波グ

スクの伊波按司の六男が迎えられています。
続く7、8代目の交代の理由は判りませんが
浜川按司になっています。そして9代目は
茂知附按司となります。しかしこの按司は圧
政を敷き酒に溺れたことから、人々の信頼の
厚い阿麻和利によって倒されます。彼が10
代目の城主となって、勝連はますます栄える
ことになったとあります。

想定復元画 /藤井尚夫氏
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勝連城跡の歴史

一の曲輪

二の曲輪

三の曲輪

南
はえばるウジョウ

風原御門

四の曲輪

東の曲輪

西
にしはらウジョウ

原御門
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二の曲輪と三の曲輪の境は石灰岩切石
積みの壇になっています。この壇は南北
全長約41ｍでほぼ一直線に作られてい
ます。南側では約２ｍ奥に入ってますが、
この石積みは一時期古い基壇面と推測
されています。このことから二の曲輪の舎
壇は少なくとも２度の普請が行われてい
ます。また、この基壇はこのグスクにおい
て数少ないオリジナルの石積みが残って
いる箇所でもあります。布積みといわれ
琉球石灰岩を直方体に加工した石を積
み上げます。横目字が通り品字に積む特
徴から「豆腐積み」ともいわれます。

二の曲輪基壇

勝連城跡MAP ▼ ▼ !1
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一の曲輪の城門は、アーチ門形式で、捲
髭状の彫刻が施された希にみる城門で
あったと推測されます。

三の曲輪の中央に凹型の土壌が２ヵ所
発見されています。どのような施設で
あったか不明ですが、粘土で成形してい
ることから、水を溜める施設ではないか
と推測されています。

1985（昭和60）年の発掘調査で、三の
曲輪南東側より１体の埋葬人骨が発見
されました。この人骨は保存状態も良好
でした。14〜15世紀に属するもので、年
令は約４才の幼児で性別は不明です。

二の曲輪のほぼ真ん中に、間口（横幅）
約 17ｍ、奥行き（縦幅）約 14.5 ｍの
やや長方形をした舎殿跡が発掘されま
した。
この建物は、ニービノフニ（硬砂岩）を
利用した礎石立建物でした。首里城正
殿のような柱の多い構造の総柱建物で、
瓦葺きの仏殿風建物であったことが推
測されます。建物の４ヵ所に石灰岩切石
を方形に積んだ施設が発見されていま
す。周囲及び内部には崩壊した積石が
埋没していた他は、特別な遺物や焼土・
炭などはなく、どのような施設であった
かは不明です。
なお、この建物は曲輪内の配置と規模か
ら政治的な表舞台を演出する施設だっ
たと考えられます。

四の曲輪から細く長い石畳道を上がり
詰めた部分に内郭の門がありました。こ
の門は礎石の存在から４本柱の薬医門
が想定されます。

一の曲輪城門

すり鉢状遺構

埋葬人骨

二の曲輪殿舎跡

三の曲輪城門

勝連城跡MAP ▼ ▼

勝連城跡MAP ▼ ▼
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（通称：タマチンの御嶽、コバヅカサノ御イベ）
勝連城跡一の曲輪にあり、大きな岩がご神体
の御嶽です。そこ
は、1年中シディ
ガフウ（御礼）や
諸方への拝みの
お通しをするとこ
ろです。

勝連城跡二の曲輪にあ
り、ヒヌカン（火の神）
とウシヌジガマを含め
た地域をいいます。

勝連城跡二の曲輪にある洞穴で、天災や戦争
の際に身を潜めて難を逃れた場所でした。調
査の結果、この
ガマ（洞穴）は
外部への通り抜
けは出来ずに単
なるガマと判明
しました。

旧暦の２月と５月に行われる祭祀（ウマチー）
の際に神人たちが腰掛ける石列が「トゥヌム
トゥ」と呼ばれてい
ます。いつの頃から
置かれたかはわか
りませんが、民俗資
料として大変重要
なものです。

（通称：チムタキの御嶽、イシヅカノ御イベ）
勝連城跡三の曲輪にあり、城内へ登城する際
の控え場所でした。またウマチー時、神人（カ
ミンチュ）が城拝みに行った際の休憩場所で
あり、座石も置かれています。ウマチーには神
人たちの前で若
者が「イユコーン
ソーリー」（魚を
買いなされ）と呼
びかけ廻りまし
た。

勝連城跡二の曲輪にあり、城の台所でした。こ
の火の神から次の6ヶ所へのお通しの拝みを
する所です。
①クミシンテラ（上）　②クミシンテラ（下）　
③マースダチャー：ニーガシラー石のあるとこ
ろで、昔、天日製塩か塩田のあったところで
す。④ヤブチ島（藪地島）：ヤキナウカー等
4ヶ所　⑤浜比嘉島：アマミキヨ、シルミキヨ
の男女二神と
幾柱かの神々
が合葬されて
いる古墳があ
ります。　⑥津
堅島、久高島

勝連城跡四の曲輪右側にある井戸です。そこは、夫婦縁結びの川
（井戸）ともいわれ、城内からは出られない若者達がそこで恋物語
をしただろうといわれています。口碑によると、「井戸のそばで恋物
語をするな」といわれています。それは話がまとまれば永遠の契りと
なり、失恋すると、男女のどちらかは死別するといわれたからです。

勝連城跡四の曲輪左側にある井戸です。現在でも水が溜まっていま
す。旧正月元旦の初拝みの際、この井戸の水が豊富にある場合は
「サーイ年」（旱魃の年）、水が少ないときは「ユガフーの年」（豊作
の年）といわれ、1年間の豊作か凶作を占う井戸です。またこの井
戸は、雨乞いの拝みをする場所
でもあります。

勝連城跡四の曲輪ほぼ中央にある井戸で、南風原御門（はえばるウ
ジョウ）の東側にあります。仲間の鍛冶（カンジャー）の使用水とし
て利用された井戸です。

勝連城跡四の曲輪の入口にある井戸で、西原御門（にしはらウジョウ）
があった北隣にあります。そこは、身分の低い家臣が使用した井戸です。
そして、外部から城内への訪問者が、手足を清めるために使用された
井戸でもありました。

城内にあるノロ家の井戸です。ただし、この井戸は「ナケージガー」
であるという説もあります。

ウシヌジガマ玉ノミウヂ御嶽

ナカヌウタキ

肝高の御嶽

トゥヌムトゥ

ミートゥガー（夫婦ガー）

ウタミシガー

仲間ヌウカー（カンジャガー）

門口のカー

ヌールガー

ウミチムン（火の神）
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勝連城跡周 辺の文化財
勝連城跡の南東側の斜面地域に大きく展開するグスク時代の
集落遺跡です。1986（昭和61）年に大規模な宅地整備が計画さ
れ、記録保存の発掘調査が実施されました。その結果、勝連城
跡の麓に展開する集落の石畳遺構が発見されて注目されてい
ます。また、城から分配された陶磁器類が多数出土しています。

浜川ガーは絶世の美女真鍋樽（マナンダルー）の頭髪を洗髪し
たことで有名です。真鍋樽は、勝連城７代目の城主浜川按司の
娘で、彼女の頭髪は身長の1.5 倍もあり、竿にかけて洗ったと
いう伝説があります。
南風原が元島原にあった頃のウブガーでした。現在でも毎年旧
正月元旦に南風原及び近隣集落の門中によって、「カーウビー
拝み」が行われています。

集落の西側に作られた井戸です。別名ニーヌファウカー、ウブ
ガーともいわれていました。沿革はアガリガーと同じです。

集落の東側に作られた井戸です。旧藩時代は、公儀（クージ）
の許可がなければ個人用の井戸は掘れませんでした。よって村
内の要所3ヶ所に共同井戸が作られました。元島原にあった頃
のウブガーでした。

マーカーガーは、元島原の大岩の下にある降りカー式の井泉で
す。集落の繁栄を願う拝所の1つで、元島原にあった頃のウブ
ガーでした。神拝みの際、このカーで手足を清めて勝連城内に
登ったと伝えられています。

村のフーチゲーシ（邪気払い）として、南風原村が勝連城の南
側より移動した際（1726 年頃）に、村の境界として東西南北
の四角に置かれたと伝えられています。

県道 16号線から数十メートル南に入った所にあり、下人民が
使用した井戸で、昔はこのウカーの前を通って城内に登城する
道路がありました。

マンナカガーは、集落の中程に位置しています。アガリガー、イ
リーガー、アシビナーのカーと築造技術や形態がよく似ており、
村落移動した1726 年頃同時期に築造されたものと考えられて
います。沿革はアガリガーと同じで、ともに現在は使用されてい
ません。

ノロ殿内以外の門中（宇保理、仲間、儀保、東江、兼元など）
で神人が生まれた時このカーで身体を清めて初めて神人になっ
たといわれており、拝みの際もここで身体を清めてから登城した
といわれています。

与勝病院の南側の崖下にあり、岩に掘りこまれた墓です。通称、
赤ジン原といわれています。石があまりにも硬く、墓を掘るのに
掘り出した石粉１升に対して、米１升の堀賃を払って仕上げた
という口碑が残っています。墓は、入口から①門口番の御墓、②
御門番の御墓（ウジョウバンヌウハカ）、③ノロ殿内クサイの御
墓、④儀保クサイの御墓に位置しています。

南風原古島遺跡

浜川ガー（ハンガーガー）

イリー ガ ー

ア ガリガ ー
マ ーカーガ ー

南風原の村獅子アコ ー ジガ ー

マン ナ カガ ー

ビ ーンガ ー

按司墓
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勝連城跡の夜明け、神々しい光の中で勝連城跡に夜明けが訪れる。




